
第１学年 国語科の実践 
  

１ 単元名   こえに出してよもう 『はじめは 「や！」』 こうやま よしこ 

 

２ 単元目標 

 

 ○ 登場人物の言動から、様子を想像しながら読み、音読することができる。 

 

３「ひびき合う三の丸の子どもたち」をめざすための指導の工夫 

  

 

 

 

 

 【聴く・話すについての指導】  

   話したくなる、聞きたくなる雰囲気、その土台作りを大切にしている。常にともだちを意識できるよ

う、そして肯定的な言葉で話すこと、それをじっくり待てるよう指導してきている。 

   聞くことに関しては、・話す人の顔を見る・最後まで聞く・声が聞こえたら話をやめる  

   話すことに関しては、・はっきりと・気持ちを込めて・詳しく 

この３つを合い言葉にし、児童にも浸透してきている。 

調べてきたり参考になるものを持ってきたりすることは、話したくなる、聞きたくなることにつなが

ると考え、賞賛している。また、自分のことを自由に表現できるよう、朝の会のときに「聞いてほしい

こと」の時間を十分にとっている。自由な雰囲気の中で語るように話したり、共感してもらえたり、認

めてもらえたりすることは、話すことへの自信にもつながっている。しかし、聞いているようで聞いて

いない児童もいる。集中して聞くことができるようにするには、話し手も分かりやすく話す、まとめて

話すことが大切と考えて指導している。 

 

【関わり合い・ひびき合い】 

   算数の「３つのかずのけいさん」で計算の方法を考えたときだった。「まん中をとばして、計算する。」

という考えが出た。「なぜ、とばすの。左から順にするんだよ。」「答えは、同じだよ。」「ほかの計算の

仕方だってあるってことだよ。」また、生活科で朝顔の伸びてきたつるをどうしていくのかを、話し合

ったときには「おかあさんが伸びたつるは、いつも切っているよ。」という考えがでたときには「支柱

を立てれば巻き付くよ。」「だって、ぼうぼうになるよ。」考え方や方法はいろいろあるのだということ

に、子どもたちが気づかされたときだった。このことをきっかけに 物のとらえ方や取り組み方に、変

化がみられるようになってきている。「本に書いてあった。」ではなく、だからどうしていくのか、でも

これもある、というさまざまな角度から考えを持つ楽しさを味わってほしいと考えている。 

    

４ 単元と指導について 

 ＜単元について＞ 

  「おおきなかぶ」の学習では、繰り返しのリズムを楽しんで読んできている。おじいさんやほかの登場

人物の様子をもとに、会話を想像し、それを音読に生かして、音読発表会で表現する楽しさも味わってい

る。 

  『はじめは「や！」』のお話の特徴も、繰り返しのおもしろさである。文のリズムも読みやすい。くま

ときつねが何度も出会う場面では、会話文と初めてでくる内心語にも興味をもつと考える。また、挿絵も

あって、二人の様子がわかりやすい。挿絵と本文を対比しながら、二人の様子や気持ちに関心を持って読

み進めていくことができる。「・・・・。」は、台詞がない。どう音読するのか、どんな気持ちなのか。想

像を膨らませながら取り組んでいくと考えられる。本教材でも音読発表会の場で表現したいと意見がでる

と考えられる。発表会にむけて、気持ちを込めて音読するためにどう読んでいけばよいのか、楽しみなが

ら取り組んでいけると考えた。 

 

 ＜指導について＞ 

   子どもたちは、「おおきなかぶ」の音読発表会を経験し、音読することや発表することに自信を持

っている。この教材は、二人の距離感が少しずつ変化していく。その気持ちの変化を想像し読み取る

ことで、音読の広がりにつながっていけることを期待している。 

研究課題･･･子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成 

手 立 て･･･子どもの思いや願いを見とった単元構想と授業づくり 

ブロックテーマ「感じる心、素直に表現する自分」 

  ・人の言動に何かを感じる姿 ・自分の思いや他者からの刺激を受け止め、素直に表現する姿 



   本時では、「二人が友達だなという気持ちに変わったところは、どこだろう。」について話しあっ

ていく。「・・・や。」と、話をしたときからだと考える子もいるだろう。本文に「ともだちになっ

た」と書いてあるから、そこだと考える子もいるだろう。ネームプレートを使って、自分の考えをは

っきりさせ、比較することで友達の考えに関心をもたせたい。話し合いがたてこんでくると、まだわ

かりにくい子もいるので、こだわって考えるところに気をつけていきたい。そして、どうしてそう思

ったのか、本文にたち戻って考えたり、挿絵や今までに想像したことを振り返ったりしながら、話し

合えるようにしたい。そして、自分の考える気持ちの変わったと思うところと、友達の考えとを比べ

ながら、自分の思いを持って話したり聞いたり受け入れたりする姿をひびき合いの姿としたい。 

話すことに自信がなく、書くことの方が自由に表現できる子については、本時で書いたことを次の

時間に紹介できる時間をとるようにしたい。 

 

５ 単元構想 

   次ページ参照 

 

６ 本時について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 実践を終えて 

本時について 

問いを「気持ちが変わったところ」としたが、話し合うというより確認の傾向になってしまった。子

どもたち一人ひとりの中では、そのことについてはすでに解決していたのだ。積極的ではないが、思い

を持っている子にとって成長のきっかけになることに期待を持った「問い」でもあった。しかし、その

子にとっても思考の流れにそったものではなかった。なぜかといえば、これまでの学習で場面ごとにき

つねとくまの気持ちの変化を考え、出し合ってきた。そのときに「少し気になり出してる。」「もう、

友達と思っているから・・。」という言葉がその都度出てきていたからだ。あえてまとめとして、本時

の題材について話し合うには、関心が薄れていってしまっていた。そのことよりも、場面ごとに、せり

ふのやりとりや様子を、気持ちを込めて表現することのほうへ関心は強くなっていた。子どもとの思い

のズレがあったこと、見取りに見失っていたものがあったことは、おおきな反省点だ。つまり、本時の

課題は、子どもの解決したい切実な問題ではなかったのだ。 

 

（実践を終えて） 

音読発表会の「音読で気持ちをこめて読むために」に向かって、登場人物の気持ちやその変化を想像

し話し合ってきた。途中、この教材は場面ごとに様子を追うのか、読み方（音読）について追うのか、

途中教師が迷ってしまった。子どもの思考は後者になりかけていた。ここで見取りを誤ってしまった。

個々での方向は、本時の問いへとつながっていたのだ。それでも、子どもは場面ごとの二人の様子を自

分なりに読み取り、ワークシートにまとめていた。ワークシートの内容から、その子の考える気持ちが

変わったところは、見て取ることができた。 

 

その後の音読発表会では「くまはきつねを意識しているから、目の動きをこうするんだよ。」「も

う、友達になりたがっているから帽子をそっとどかすんだよ。」「もう友達だから、顔をみあわせて

ていい。」という、深く気持ちをくみ取った発言が多く出された。子どもたちにとっての教材とのよ

りよい関わり方について、考えさせられるものとなった。考え込んでいたひとりの子どもが「○○さ

んの話を聞いて、４と５場面と決められないからその間にしたい。」という考えを出したとき「それ

でもいいね。」と声があがった。区切り（場面）を意識せず、全体をを見通しての決定のしかたは、

新鮮で周りの子どもの考え方に刺激をあたえていた。次の学びへつながる一つとなった。 

温かい気持ちの集団、そこから素直に感じたり受け止めたり表現したりする子を目指してきた。良

い教材との出会い方があったとしても、教師の思い込みによる見取り違いは、子どもたちの学び・成

長のさまたげになってしまう。そこには、教師の思いと子どもの思考のズレがあったときに、子ども

を信じて、単元構想を何度も修正し、子どもの思考の流れに寄り添い、柔軟性を持った教師がそこに

いるのか。改めて考えさせられ、今後も課題として取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひびき合う三の丸の子どもたちをめざして 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


